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鯛と聞いて、お祝い事を連想するのはなぜか。鯛はどのような生態を持つのか。
どのようにして、私たちの食卓に並ぶのか。

本書は、よく知られているタイ（＝マダイ）について、高校生から大学生まで
の年代の読者にもわかりやすく書かれた１冊。「シリーズ　水産の科学」の第５
巻で、完全養殖の「近大マグロ」で名をはせた近畿大学水産研究所の家戸敬太郎
教授らが執筆にあたっている。

7,000 年以上も前の貝塚からもその骨が発見されているなど、タイは昔から日
本人にとってなじみ深い魚である。特徴的な小骨「鯛中鯛」を縁起物として収集
する向きもあり、祝い膳にも欠かせない魚であるが、それは江戸時代以後のこと。
室町以前は「めでたい魚と言えば、鯉」と考えられていたという。文化中心地で
の入手困難が解決され、姿・形、特に祝いの色に重なる赤い体色が好まれてタイ
がコイにとって代わったらしい。

寿命は 20年から 40年、成長すれば 120 ㎝、10㎏にもなるという天然マダ
イだが、その詳細な成熟過程などは未だよく分かっていない。一方で海水魚の人
口孵化の研究はマダイから始まったとされていて、養殖の歴史も古く、その端緒
は 1910 年前後まで遡れるという。

本書では、マダイを巡る文化から生態、養殖の技術から病気、そして食卓に並
ぶまでの、マダイをめぐる広範な知見が得られる。知識の深まりで、より一層味
わい深く、この魚の料理が楽しめるに違いない。
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